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通訳形式のインターフェースで実装を行った。
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た、店頭で外国人接客の翻訳支援を想定し、ロボットで

通訳形式のインターフェースで実装を行った。（図 1）
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訳
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ーパスが残り一方

事前評価と、選定した対訳コーパス

インでの翻訳精度

4.1 事前評価

翻訳サービス

「アレルギー物質を含む加工食品の表示ハンドブック（消

費者庁作成）[2]
訳サンプルを作成
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似度が高い 3
訳に追加し辞書

� 翻訳精度検証用文書：ターゲット分野であるお菓子や

水産品の食品パッケージに書かれた注意書き

� 事前評価で類似度が高かった対訳コーパス：食品標準

成分対訳、税関品目コード対訳、田中コーパス第

図 3 両言語における類似度の算出結果例

提案手法の評価 
片言語のみの類似度を

が残り一方の言語でも類似度が高いことを確認する

選定した対訳コーパス

翻訳精度の向上性を確認する

事前評価 
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文（日本語 1326
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事前評価でえられた

3 つの対訳コーパスを実際の機械翻訳の標準対

訳に追加し辞書を作成した[3]
翻訳精度検証用文書：ターゲット分野であるお菓子や

水産品の食品パッケージに書かれた注意書き

事前評価で類似度が高かった対訳コーパス：食品標準

成分対訳、税関品目コード対訳、田中コーパス第

両言語における類似度の算出結果例

の類似度を利用して選定した

の言語でも類似度が高いことを確認する

選定した対訳コーパスによるターゲットドメ

性を確認する本評価

食品売り場の店頭で利用され

「アレルギー物質を含む加工食品の表示ハンドブック（消

から日本語文とその英訳

した。類似性の算出を

としてインターネット上にある各対訳（FreeBSD
アル、日本の法令、法務省の用語説明、食品標準成分表、

英語教科書、税関品目説明一覧、Wiki ペディア等）

を作成し、両言語それぞれ評価用ター

ゲットとの類似度を算出した (図 3) 。 
200 の場合で類似

326単語、英語 1587
、類似度が高い上位 3 つの対訳コーパスの類似度順

全て同じ順序であ

は、もう片言語から見ても類似

 

でえられた評価用

つの対訳コーパスを実際の機械翻訳の標準対

[3]。評価条件

翻訳精度検証用文書：ターゲット分野であるお菓子や

水産品の食品パッケージに書かれた注意書き

事前評価で類似度が高かった対訳コーパス：食品標準

成分対訳、税関品目コード対訳、田中コーパス第

両言語における類似度の算出結果例
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本評価で実施した。
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行う対訳コーパス
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